
▽
『
仕
事
』
グ
ル
ー
プ
＝
仕
事
を
通
じ
て
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
満
足
度
を
高
め
る
ア
イ

デ
ア
を
検
討
。
社
員
の
自
己
実
現
に
つ
な
が

る
社
内
公
募
制
度
の
導
入
や
、
社
員
の
主
体

性
を
高
め
て
会
社
と
の
Ｗ
ｉ
ｎ
―
Ｗ
ｉ
ｎ

の
関
係
を
築
く
方
法
、
副
業
に
よ
る
新
た
な

仕
事
領
域
へ
の
挑
戦
な
ど
に
つ
い
て
議
論

が
交
わ
さ
れ
た
。

▽
『
職
場
』
グ
ル
ー
プ
＝
職
場
の
関
係
性

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
質
を
高
め
る

ア
イ
デ
ア
を
検
討
。
職
場
の
業
務
だ
け
で

は
な
く
「
全
人
格
的
な
つ
な
が
り
」
の
必

要
性
や
、
意
味
あ
る
対
話
の
重
要
性
に
焦

点
が
当
ら
れ
た
。
ま
た
心
理
的
安
全
性
の

必
要
性
を
ど
の
よ
う
に
管
理
職
層
に
腹
落

ち
さ
せ
る
か
に
つ
い
て
も
議
論
し
た
。

▽
『
組
織
』
グ
ル
ー
プ
＝
社
員
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
を
高
め
る
組
織
の
在
り
方
や
場

づ
く
り
に
つ
い
て
ア
イ
デ
ア
を
検
討
。
昔

な
が
ら
の
「
寝
食
を
共
に
す
る
合
宿
」
の

有
効
性
や
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
の

積
極
的
な
つ
な
が
り
や
貢
献
を
通
じ
て
社

員
が
誇
り
を
持
っ
て
活
躍
で
き
る
組
織
づ

く
り
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

広
島
銀
行　
人
事
総
務
部
　

木
下
麻
子
担
当
課
長

「
関
係
の
質
」と「
対

話
の
質
」向
上
こ
そ
が
、

組
織
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
最
大
化
の
源
泉
で
あ
る
と
実
感
し
た
。

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
呼
び
合
う
な
ど
フ
ラ
ッ

ト
な
関
係
づ
く
り
の
事
例
が
参
考
に
な
っ

た
。
当
社
で
は
数
年
前
か
ら
「
さ
ん
付
け

運
動
」
を
実
施
し
て
い
る
が
、
改
め
て
そ

の
大
切
さ
を
実
感
。
従
業
員
の
対
話
力
向

上
に
つ
い
て
も
、
他
社
と
の
交
流
か
ら
ヒ

ン
ト
を
得
て
自
社
の
取
組
強
化
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。

成
に
注
力
。
手
段
と
し
て
取

り
入
れ
た
の
は
、
遠
慮
せ
ず

全
社
員
が
ア
イ
デ
ア
を
言
い

合
え
る
フ
ラ
ッ
ト
な
組
織
づ

く
り
だ
っ
た
。

　
代
表
的
な
取
組
と
し
て
は

「
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
制
」
が
あ

る
。
役
職
や
年
齢
な
ど
に
関

係
な
く
、
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で

呼
び
合
う
こ
と
で
一
気
に
心

の
距
離
が
縮
ま
る
。
ま
た
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン「
量
」

と
「
質
」
を
高
め
る
た
め
、

30
分
間
ひ
た
す
ら
雑
談
す
る

「
雑
談
朝
礼
」
を
取
り
入
れ

て
い
る
。
家
庭
や
趣
味
の
話

な
ど
が
中
心
で
仕
事
の
話
は

基
本
的
に
し
な
い
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
含

め
た
お
互
い
の
背
景
を
知
る
こ
と
で
相
互

理
解
や
心
理
的
安
全
性
を
高
め
る
狙
い
だ
。

　
さ
ら
に
、
年
に
１
回
、
立
候
補
制
で
ユ

ニ
ッ
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
（
一
般
的
な
企
業

の
部
長
や
課
長
）
を
決
定
す
る
。
立
候
補

者
は
、
会
社
の
課
題
解
決
の
た
め
の
戦
略

を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
、
社
員
全
員

が
評
価
。
そ
の
結
果
を
受
け
、
最
終
的
に

社
長
が
任
命
す
る
。
立
候
補
者
に
と
っ
て

は
、
会
社
の
将
来
と
戦
略
を
真
剣
に
考
え

視
座
が
高
ま
る
ほ
か
、
評
価
す
る
社
員
は

自
分
達
の
リ
ー
ダ
ー
を
決
め
る
プ
ロ
セ
ス

に
参
加
す
る
こ
と
で
納
得
感
が
生
ま
れ
、

社
長
は
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
下
川
氏
は
、「
フ
ラ
ッ
ト
な
組
織
は
、
ヒ

エ
ラ
ル
キ
ー
組
織
に
比
べ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
多
く
の
時
間
を
必
要
と
す
る
一

方
、
一
人
ひ
と
り
が
自
身
の
仕
事
の
意
義

理
解
を
深
め
、意
欲
向
上
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
出
に
繋
が
る
」
と
語
っ
た
。

　
働
き
が
い
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
ア
プ

ロ
ー
チ
と
し
て
「
仕
事
」「
職
場
」「
組
織
」

の
３
分
野
に
参
加
者
が
分
か
れ
、
従
業
員

の
働
き
が
い
を
高
め
る
た
め
の
具
体
策
を

検
討
し
た
。

―
危
機
的
状
態
か
ら
一転

18
年
連
続
増
収
に

90
年
代
の
地
ビ
ー
ル
人
気
を
受
け
、
創

業
時
か
ら
順
調
に
売
り
上
げ
を
伸
ば
す
も

の
の
、ブ
ー
ム
終
焉
と
共
に
業
績
が
低
迷
。

社
内
の
雰
囲
気
は
悪
化
し
、
社
員
数
は
最

盛
期
の
半
分
ま
で
に
減
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
こ
で
、
経
営
者
個
人
の
セ
ン
ス
に
依
存

し
た
経
営
か
ら
、
マ
イ
ケ
ル
・
ポ
ー
タ
ー

の
競
争
戦
略
を
参
考
と
し
た
「
教
科
書
通

り
の
経
営
」
に
か
じ
を
切
り
、
さ
ら
に
新

た
な
組
織
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
。結
果
、

現
在
は
離
職
率
２
％
程
度
と
大
幅
に
改
善

し
、
18
年
連
続
増
収
を
更
新
し
た
。

―
経
営
戦
略
を
実
現
す
る
た
め
の

　
組
織
づ
く
り  

　
大
き
な
成
果
や
業
績
を
達
成
す
る
に
は
、

質
の
高
い
打
ち
手

と
実
行
力
が
必
要

と
な
る
。
そ
の
た

め
、
社
員
一
人
ひ

と
り
の
多
様
性
や

強
み
を
原
動
力
に
、

チ
ー
ム
と
し
て
成

果
を
最
大
化
で
き

る
企
業
文
化
の
醸

人材・顧客に選ばれ
イノベーションを加速させる

企業経営者交流イベント 第 　回2
　働きがいのある組織づくりを県内に広げ
ようと、県内企業経営者・管理職層が集ま
り、社員の働きがいを高める意義や取組の
実践アイデアを考え、情報発信するイベン
ト（全３回）が市内で開催された。第２回で
ある今回は、「よなよなエール」をはじめ
数々のヒット商品を打ち出すクラフトビール
製造会社ヤッホーブルーイング（長野県）の
下川泰弘氏が登壇し、働きがいのある組織
づくりについて自社の取組を紹介した。
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